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✧ エルサルバドル国の地震・津波防災能力向上プロジェクトと 

「ソフトコンポーネント」の実施報告 

 

 中米の太平洋側に位置し、東西に約 300km に拡がるエルサルバドル国（以下、「エ」国と呼ぶ。）

は、その地理的、地形的、及び地質的な条件から、ハリケーン、地震、火山活動等の自然現象に

よる災害が起こりやすいところです。これらの災害の中で地震によるものは顕著であり、近年で

は 2001 年に約千人に及ぶ犠牲者を出す地震が発生しています。本プロジェクトは、環太平洋地域

の 4か国を対象にした広域防災システム整備計画の一環として、「エ」国の地震・津波に関連した

観測装置を増強するなどで、それらへの防災能力向上を図るものです。また、特に「エ」国につ

いては、観測等機材の増強に加えて、地震監視等を担当している環境天然資源省環境監視局（以

下、MARN と呼ぶ。）職員に地震・津波観測に係る基礎知識の定着及び観測データの解析技術習得

を支援する「講義」等（以下、ソフトコンポーネントと呼ぶ。）を行いました。 

 当センターでは、3 名の職員を「エ」国に派遣し、このソフトコンポーネントを、この 6 月末

から 7月末まで MARN や近隣の大学の会議室や講義室を利用して実施しました。その内容は、地震

計、GPS、及び潮位計の 3つのコースを設定して、約 30 名の MARN 職員等に、前述の「講義」等を

実施するというものでした。講義の主たる対象は、地震・火山活動・潮位の監視業務に携わる職

員でしたが、これらの業務の管理者、これらの監視技術の開発者、これらの観測点の保守担当者、

また近隣の大学の教員なども参加しました。 

そして、達成度試験等を通じて、参加者全員が修了したと認証できたことから、最終日には、

約 30 名の参加者全員に証書が授与できるとともに、参加者からは、認証式において、MARN にお

ける監視業務の改善案が早速提示されるなどソフトコンポーネントが一定の成果を得たとの印象

が得られました。 
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上の写真のうち 1 から 5 は、観測点の具体例や、それを通じて「エ」国の置かれた自然条件を

示しました。また、写真 6はソフトコンポーネントの様子を垣間見ることができる 1枚です。 

写真 1 及び 2 は首都サンサルバドルに近い海岸部（リベルタ港）のもので、矢印↓の部分（楕

円のところ）に超音波式の潮位計を整備しました。この埠頭は主に漁業に利用されており、埠頭

には魚屋が軒を連ねています。 

写真 3 及び 4 はアカフトラ港という西部地域の重要港（それぞれに楕円で示した部分は同じ埠

頭）で、矢印ａの部分辺りに津波等を監視するカメラを設置しました。ここには矢印ｂの付近に

既存の潮位計があります。 

写真 5 はアカフトラの近隣の標高約 2 千メートルの火山の頂上（ここには既存の短周期地震計

があります。）からのもので、その隣の火山の頂上が写っています。海岸からここまでは車で約 1

時間で到着する海岸から僅かな距離のところにあります。この隣の火山は最近まで噴火していて、

写真に示した場所は、ここからそれを眺める観光地として一時賑わっていたとのことでした。こ

のようにエルサルバドルには日々の生活に関わる場所に火山が多数あり、火山活動も MARN の重要

な監視対象です。 

写真 6は地震計コースの到達度確認試験実施中の写真です。ここに見える 13 名がこのコースを

修了しました。 

（振興部） 


